
No.516

奈良県知事・奈良県議会議員選挙...... 2

●町民ひろば................................................................. 4
●MOSAIC PLAZA 知る･募る･語る.......................... 6
●元気講座　３月は心筋梗塞に要注意!! .....................10
●元気ガイド................................................................11
●家庭の情報：消費生活相談 ...................................12

賃貸住宅のトラブルを防ぐために
●図書館通信...............................................................13
●各種相談...................................................................14

創ろうみんなで　元気な安心のまちを！

体操のおにいさんと楽しいひととき（おたのしみ会・上牧幼稚園）



2
かんまき 2015.3.

投
票
で
き
る
か
た

①
年
齢
要
件
　
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前

に
生
ま
れ
た
か
た

②
住
所
要
件
　
本
年
１
月
２
日
以
前
に
転

入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以

上
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
た

●
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
か
た
は
選
挙

権
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
本
年
１
月
３
日
以
降
に
転
入
届
を
し
た

か
た

上
牧
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
前
住
所
地
が
奈
良
県
内
の
市
町
村

で
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き
ま

す
。

◎
昨
年
12
月
12
日
以
降
に
奈
良
「
県
内
」

の
市
町
村
へ
転
入
し
た
か
た

他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
か
た
を
除
き
、
上
牧
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
上
牧
町
で
投

票
で
き
ま
す
。

奈
良
県
知
事
選
挙
は
３
月
26
日
、
奈
良
県
議
会

議
員
選
挙
は
４
月
３
日
に
告
示
さ
れ
、
両
選
挙
と

も
４
月
12
日
(日
)に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
り
、
す
す
ん
で
投

票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
票
に
は
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
奈
良
県
内
に
住
所
を
有
す
る

証
明
書
」
(無
料
)が
必
要
で
す
。

◎
奈
良
「
県
外
」
へ
転
出
し
た
か
た

投
票
す
る
前
に
奈
良
県
外
へ
転
出
し
た

か
た
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
所
で
の
受
付

な
ど
の
手
続
き
を
滞
ら
さ
な
い
た
め
の
整

理
券
の
役
目
や
お
知
ら
せ
を
兼
ね
て
い
る

も
の
で
す
の
で
、
投
票
日
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
下
さ
い
。
投
票
日
に
は
、
投
票
所

入
場
券
で
ご
自
分
の
投
票
所
を
確
認
し
た

う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場

券
が
何
ら
か
の
事
情
で
お
手
元
に
届
か
な

か
っ
た
か
た
で
も
、
上
牧
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
(ご
自
分
の
投
票
所
で
投
票
所

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
旨
、
申
し
出
て

く
だ
さ
い
)

平成27年４月12日(日)執行
奈良県知事・奈良県議会議員選挙

平成27年４月12日(日)執行
奈良県知事・奈良県議会議員選挙
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★
立
候
補
予
定
者
説
明
会

上
牧
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月
26
日

(日
)に
投
・
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選

挙
に
立
候
補
を
予
定
す
る
か
た
に
対
し
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

３
月
23
日
(月
)午
後
２
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

庁
舎
西
館
　
３
階
集
会
室

★
選
挙
公
報

今
回
の
選
挙
よ
り
、
立
候
補
者
の
主

張
・
政
策
な
ど
を
有
権
者
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
選
挙
公
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
事
前
に
上
牧
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
検
索
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
(総

務
課
内
) 　
☎
役
場
内
線
２
０
８
番

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.k
a
n
m
a
k
i.n
a
ra
.jp

選
挙
の
主
な
日
程

代
理
投
票
は
申
し
出
を

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た
め
、
投
票
所

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
で

き
な
い
か
た
は
、
投
票
所
の
投
票
管
理
者

や
事
務
従
事
者
（
係
員
)に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
投
票
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

病
院
・
施
設
で
の
投
票

指
定
病
院
な
ど
(病
院
・
保
健
施
設
・
老

人
ホ
ー
ム
・
保
護
施
設
な
ど
)に
入
院
、
入

所
中
の
か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
施
設
の
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

次
の
か
た
は
郵
便
な
ど
に
よ
り
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
要
介
護
５
の
記
載
が
あ
る
か
た

★
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
か
た

投
票
に
先
立
ち
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く

は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞

在
中
で
、
投
票
日
ま
で
に
上
牧
町
に
帰
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
た
は
、
郵
便
等
に
よ

り
投
票
用
紙
や
不
在
者
投
票
用
封
筒
を
請

求
し
、
送
ら
れ
て
き
た
投
票
用
紙
な
ど
を

持
っ
て
滞
在
地
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

滞
在
地
先
で
の
投
票
時
間
等
は
、
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

投
票
所
一
覧

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
用
事
で

投
票
所
に
行
け
な
い
か
た
は
、

期
日
前
投
票
の
ご
活
用
を
!!

▼
問
合
先

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
(総

務
課
内
) 

☎
役
場
内
線
２
０
８
番

上
牧
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
か
た
へ



ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
実

践
者
 (環
境
美
化
運
動
) 表
彰
に

上
熊
須
英
雄
さ
ん
受
賞

親
切
・
美
化
県
民
運
動
の
日
頃
の
取
り
組

み
を
た
た
え
、
心
豊
か
で
住
み
よ
く
美
し
い

郷
土
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
親
切
・
美

化
奈
良
県
民
運
動
推
進
協
議
会
が
、
優
良
な

実
践
者
に
対
し
知
事
が
表
彰
す
る
｢ク
リ
ー

ン
・
グ
リ
ー
ン
実
践
者
表
彰
式
｣が
２
月
３
日

奈
良
県
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
上
牧
町
か
ら

上
熊
須
英
雄
さ
ん
(桜
ヶ
丘
在
住
)が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
上
熊
須
さ
ん
は
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
の
道
路
、
施
設
周
辺
の
清
掃
活
動

に
、
率
先
垂
範
さ
れ
、
環
境
美
化
運
動
の
模

範
と
し
て
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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第
23
回
奈
良
県
少
年
少
女

長
距
離
走
大
会
　
４
位
入
賞

１
月
18
日
(日
)、
鴻
池
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
た
第
23
回
奈
良
県
少
年
少
女
長
距
離
走

大
会
に
お
い
て
、
上
牧
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
駅
伝
男
子
の
部
の
｢里
風
チ
ー
ム
｣５
名

が
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
獲
得
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
５
名
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
、
健

闘
し
ま
し
た
。

☆
里
風
チ
ー
ム
☆

福
井
大
翔
さ
ん
(上
牧
小
学
校
)

野
原
　
賢
さ
ん
(上
牧
第
三
小
学
校
)

和
田
祥
英
さ
ん
(上
牧
第
三
小
学
校
)

五
十
嵐
大
晟
さ
ん
(上
牧
第
三
小
学
校
)

竹
之
内
優
武
さ
ん
(上
牧
第
二
小
学
校
)

「
昔
の
道
具
と
人
々
の
く
ら
し
」学
習

―
 上
牧
第
三
小
学
校
３
年
生
古
民
家
を
見
学
 ―

１
月
22
日
、
上
牧
第
三
小
学
校

３
年
生
の
児
童
が
、
町
内
の
古
民

家
を
訪
れ
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

期
に
使
わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
籠
の
中
を
不
思
議
そ
う
に

覗
い
た
り
、
食
器
な
ど
を
興
味
深

く
見
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
社
会
科「
昔
の
道
具
と

人
々
の
く
ら
し
」の
中
の
学
習
活
動

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
生

活
道
具
や
様
式
な
ど
を
学
習
し
て

も
ら
お
う
と
毎
年
３
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

受
賞
後
、
活
動
報
告
を

す
る
上
熊
須
さ
ん

田
中
副
町
長
に
受
賞
の

報
告
を
す
る
上
熊
須
さ
ん

里風チームのみなさん

真剣に説明をきく子どもたち 昔使われていた帳面の説明をきく
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２
月
６
日
(金
)、
２
０
０
０
年
会
館

に
お
い
て
、
今
後
想
定
さ
れ
る
巨
大
地

震
な
ど
へ
の
対
応
に
向
け
、
職
員
の
初

動
体
制
・
災
害
対
策
本
部
の
設
置
な

ど
、
職
員
の
防
災
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
消
防
庁
が
実
施
す
る
専
門

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る「
市
町
村
災
害

対
応
支
援
事
業
」を
活
用
し
た
災
害
対

策
本
部
設
置
・
運
営
訓
練
を
２
部
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。

★
第
１
部
　「
災
害
対
策
本
部
設
置
・

運
営
訓
練
に
つ
い
て
」　
井
上
達
夫
さ

ん
(大
阪
府
 政
策
企
画
部
 危
機
管
理
室

災
害
対
策
課
 防
災
情
報
グ
ル
ー
プ
)

★
第
２
部
　「
図
上
型
防
災
訓
練
(ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
方
式
)」　
小
谷
邦
広
さ

ん
(交
野
市
 地
域
社
会
部
 地
域
安
心
課
)

昨
年
８
月
28
日
に
設
置
し
た
｢上
牧
町
人
口

減
少
問
題
対
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
｣

の
報
告
会
が
２
月
10
日
(火
）、
庁
舎
西
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
に
は
、
町
長
は
じ
め
副
町
長
、
教

育
長
、
各
部
長
が
出
席
、
委
員
と
し
て
任
命

を
受
け
た
若
手
・
中
堅
職
員
33
名
で
編
成
す

る
６
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
延
べ
31
回
に
わ
た

る
本
町
に
お
け
る
人
口
減
少
率
低
減
策
な
ど

に
係
る
調
査
検
討
結
果
に
つ
い
て
順
次
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
後
の
講
評
で
今
中
町
長
は
、「
み
な
さ

ん
に
は
人
口
減
少
問
題
に
関
す
る
話
し
合
い

を
す
る
中
で
、
上
牧
町
の
良
い
と
こ
ろ
も
悪

い
と
こ
ろ
も
認
識
し
て
も
ら
っ
た
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
報
告
を
聞
き
、
特

に
子
育
て
支
援
や
教
育
の
問
題
が
中
心
で
あ

っ
た
。
現
在
、
近
隣
市
町
村
で
も
、
様
々
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
町
の
現
状

や
特
性
を
見
据
え
た
各
種
施
策
の
展
開
が
必

要
で
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

災害対策本部設置・運営訓練実施

人口減少問題対策検討プロジェクトチーム報告



6
かんまき 2015.3.

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
中
央
公
民
館

☆
３
月
27
日
(金
)ま
で

・
油
絵
　
ア
ト
リ
エ
28
(展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
水
曜
組
(陳
列
ケ
ー
ス
）

☆
３
月
27
日
(金
)か
ら
５
月
９
日
(土
)ま
で

・
西
大
和
水
彩
画
ク
ラ
ブ
(展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
　
夢
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
(陳

列
ケ
ー
ス
）

★
役
場
　

☆
３
月
20
日
(金
)ま
で

・
西
大
和
水
彩
画
ク
ラ
ブ

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
中

央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　
☎
76
ー
３
６
１
０

町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
設
備
、
消
防
、
医
療
な
ど
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

こ
の
町
税
な
ど
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
ま

で
に
、
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
と
納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
か
た
と
の
公
平
性
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
納
付
が
お
済

み
で
な
い
か
た
は
、
納
付
書
な
ど
を
確
認
の

う
え
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

様
々
な
事
情
に
よ
り
、
一
度
に
納
め
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
お
早
め

に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

徴
収
課
　

☎
役
場
内
線
１
５
５
・
１
７
２
番

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

本
年
４
月
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
変
り
ま
す

法
令
の
改
正
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
基
準
は
原
則
、
要
介
護
３
以
上
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
か
た

は
、
特
例
的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎
本
年
３
月
末
時
点
で
既
に
入
所
さ
れ
て
い
る

場
合
。

◎
本
年
４
月
以
降
に
入
所
さ
れ
る
か
た
で
、
各

施
設
が
設
置
し
て
い
る
入
所
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
上
牧
町
の
意
見
を
踏
ま
え
た
検
討

の
結
果
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
居
宅
で

の
日
常
生
活
が
困
難
と
施
設
が
認
め
た
場
合
。

※
居
宅
で
の
日
常
生
活
が
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
困
難
と
認
め
ら
れ
る
事
由
に
つ
い
て

(い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
)

☆
認
知
症
で
あ
る
か
た
や
知
的
障
害
・
精
神

障
害
な
ど
を
伴
い
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の

困
難
さ
な
ど
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

☆
家
族
な
ど
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が
疑
わ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
心
身
の
安
全
・
安

心
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

☆
単
身
世
帯
で
あ
る
、
同
居
家
族
が
高
齢
ま

た
は
病
弱
で
あ
る
な
ど
に
よ
り
家
族
な
ど

に
よ
る
支
援
が
期
待
で
き
ず
、
か
つ
、
地

域
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の
供

給
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

※
要
介
護
１
ま
た
は
２
の
か
た
の
特
例
的
な

入
所
申
込
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

申
込
先
の
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
　
介
護
保
険
係

☎
79
ー
２
０
２
０

奈
良
県
内
の
中
学
校
に
在
籍
ま
た
は
奈
良
県
内
に
在
住
の

中
学
生
が
、
北
方
領
土
の
現
実
に
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
北
方
領
土
が
歴
史
的
経
緯
や
国
際
法
に
照
ら
し
て
も
日

本
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
奈
良
県
民
会
議
が
実

施
す
る「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
上
牧
中
学
校
２
年
生
の
塩
見
陽
平
さ
ん
、
伊
井
綾
音
さ

ん
、
伊
藤
舞
香
さ
ん
が
応
募
作
品
２
３
５
点
の
中
か
ら
選
ば

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

県
知
事
賞
　
　
　
　
塩
見
陽
平
さ
ん

北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
県
民
　
　
伊
井
綾
音
さ
ん

会
議
会
長
賞
　
　
　
　
　
　

県
町
村
会
長
賞
　
　
伊
藤
舞
香
さ
ん

「北方領土と私たち」
作文コンクール　

県知事賞受賞

校長室での記念撮影
伊藤さん・塩見さん・伊井さん
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国
保
の
保
険
証
の
更
新

保
険
証
(国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
)

は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明

書
で
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

の
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
。

①
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

②
必
ず
手
も
と
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
資
格
が
無
く
な
っ
た
ら
国
保
の
窓
口
へ
返

し
て
く
だ
さ
い
。

④
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ

ん
。

⑤
出
産
、
死
亡
、
職
場
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
な
ど
で
世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

国
保
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、
４
月
１
日

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
保
険
証
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

★
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は

３
月
下
旬
に
郵
送
(＊
簡
易
書
留
郵
便
)に
よ

り
交
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い

保
険
証
は
ご
自
身
で
処
分
願
い
ま
す
。

＊
簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
取
り
に
印
鑑
が
必

要
で
す
。
配
達
日
に
不
在
の
場
合
、
郵
便
物

の
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
が
投
函
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
に
従
い
、
再
配
達
な
ど
に

よ
り
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。
１
週
間
の
保
管

期
間
経
過
後
は
役
場
に
戻
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
は
保
険
年
金
課
窓
口
で
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
か
た
は
、
３

月
16
日
(月
)か
ら
31
日
(火
)ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
徴
収
課
で
更
新

し
て
く
だ
さ
い
。
(土
日
祝
日
は
除
く
)

▼
問
合
先

保
険
年
金
課
　

☎
役
場
内
線
１
２
６
・
１
７
０
番

徴
収
課
　

☎
役
場
内
線
１
５
５
・
１
７
２
番

上
牧
久
渡
古
墳
群
出
土
品
展
示
会

県
内
の
発
掘
調
査
発
表
会
開
催

３
年
間
に
渡
り
発
掘
調
査
を
進
め
て
き

ま
し
た
上
牧
久
渡
古
墳
群
の
調
査
が
こ
の

ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ま
と
め

と
し
て
研
究
成
果
の
発
表
や
同
古
墳
群
か

ら
出
土
し
た
遺
物
の
展
示
会
を
開
き
ま
す
。

ま
た
会
場
で
は
、
県
内
市
町
村
の
文
化

財
担
当
技
師
に
よ
る
県
内
各
地
で
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
の
成
果
発
表
会
も
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
。

▼
と
　
き

３
月
７
日
(土
)

展
示
会
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

発
表
会
　
午
前
10
時
40
分
か
ら
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

展
示
会
　
２
階
　
会
議
室
１
・
２

発
表
会
　
２
階
　
多
目
的
室

固
定
資
産
(土
地
・
家
屋
)価
格

を
縦
覧
し
ま
す

地
方
税
法
第
四
一
六
条
に
よ
り
固
定
資

産
(土
地
・
家
屋
)価
格
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

▼
と
　
き

４
月
１
日
(水
)か
ら
第
１
期
納

期
限
６
月
１
日
(月
)ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
(土
日
祝
日
を

除
く
)

▼
と
こ
ろ

税
務
課

▼
問
合
先

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

☎
役
場
内
線
１
４
８
番

警
察
官
Ａ
(第
１
回
)採
用
試
験

案
内警

察
官
Ａ
(大
学
卒
)採
用
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
内
容
・
と
き

《
体
力
試
験
》４
月
25
日
(土
)・
26
日
(日
)の

う
ち
指
定
す
る
１
日
　

《
教
養
・
論
文
試
験
》５
月
10
日
(日
)　

▼
採
用
予
定
人
数

男
性
　
55
人
程
度

女
性
　
５
人
程
度

▼
受
験
資
格

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
(短
期
大
学
を
除
く
)を
卒
業
し
た
か

た
ま
た
は
翌
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
か
た

▼
受
付
期
間

◎
郵
送
(簡
易
書
留
)・
持
参
の
場
合

３
月
６
日
(金
)か
ら
４
月
17
日
(金
)ま
で
　

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

３
月
６
日
(金
)か
ら
４
月
13
日
(月
)ま
で
　

※
受
験
案
内
・
配
布
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
・
申
込
先

奈
良
県
警
察
本
部
警
務

課
採
用
係
(担
当
：
北
久
保
　
☎
０
７
４
２

ー
23
ー
０
１
１
０
　
内
線
２
６
３
６
)　
　

〒
６
３
０
ー
８
５
７
８
　
奈
良
市
登
大
路

町
80
番
地
　
☎
０
１
２
０
ー
３
５
１
ー
２

０
４
(採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)　

http://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

固
定
資
産
税
の
評
価
の
基
礎
と

な
る
路
線
価
図
を
公
開

固
定
資
産
税
の
宅
地
評
価
に
つ
い
て
納

税
者
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
路
線
価
図
な
ど
の
公
開
を
行
い
ま

す
。

▼
と
　
き

４
月
１
日
(水
)か
ら
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
(土
日
祝

日
を
除
く
)　

▼
と
こ
ろ

税
務
課

▼
対
象
地
目

宅
地

▼
対
象
範
囲

全
て
の
路
線
価

▼
対
象
者

納
税
者
以
外
も
含
め
て

▼
問
合
先

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

☎
役
場
内
線
１
４
８
番

▼
内
　
容

★
展
示
会
　
久
渡
古
墳
群
出
土
品
(神
獣
鏡
・

棗
玉
・
臼
玉
・
鉄
製
品
・
平
瓦
・
鏡
片
な

ど
)

★
技
師
会
発
表
　

・
午
前
10
時
40
分
か
ら
　
赤
田
一
号
墳
の
調

査
(奈
良
市
発
表
)

・
午
前
11
時
25
分
か
ら
　
平
城
京
左
京
五
条

四
坊
一
坪
の
調
査
(奈
良
市
発
表
)

・
午
後
１
時
10
分
か
ら
　
斑
鳩
大
塚
古
墳
の

調
査
(奈
良
大
学
発
表
)

・
午
後
１
時
55
分
か
ら
　
西
畑
遺
跡
13
次
調

査
(生
駒
市
発
表
)

・
午
後
２
時
55
分
か
ら
　
上
牧
久
渡
古
墳
群

の
調
査
(上
牧
町
発
表
)

・
午
後
３
時
40
分
か
ら
　
陸
前
高
田
市
の
復

興
調
査
か
ら
(奈
良
市
発
表
)

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

☎
役
場
内
線
５
１
１
番
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上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
開
催

☆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　

▼
と
　
き

３
月
14
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
　
30
名

▼
内
　
容

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
指
導

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

▼
申
込
方
法

３
月
３
日
(火
)か
ら
12
日
(木
）

ま
で
の
間
に
、
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

上
牧
第
二
町
民
体
育
館
　
☎
73
ー

８
８
９
６
・
上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
　
ク
ラ
ブ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
　
竹
之
内
　
☎
０
９
０
ー
６
５
５

７
ー
０
７
０
１

精
神
疾
患
・
障
害
に
つ
い
て

知
ろ
う
　
ー
第
１
回
住
民
講
座
ー

精
神
疾
患
の
知
識
や
障
害
の
有
無
に
関

係
な
く
人
と
関
わ
る
コ
ツ
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
、
人
間
関
係
な
ど
生
活
場
面

で
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
高
め
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
障
害
を
持
つ
人
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
に
も
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
手
法
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
(参
加
費
無
料
)

▼
と
　
き

３
月
23
日
(月
)午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
と
こ
ろ

三
郷
町
立
図
書
館
　
視
聴
覚
室

▼
講
　
師

高
森
信
子
さ
ん
(Ｓ
Ｓ
Ｔ
(ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
)リ
ー
ダ
ー
)

▼
主
　
催

西
和
７
町
(安
堵
町
・
斑
鳩
町
・

王
寺
町
・
河
合
町
・
上
牧
町
・
三
郷
町
・

平
群
町
)

▼
問
合
先

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　
な
な
つ

ぼ
し
(担
当
：
原
)　
☎
72
ー
２
３
９
０

近
畿
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

未
公
開
株
・
私
募
債
・
フ
ァ
ン
ド
・
不

動
産
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
様
々
な
投

資
商
品
に
つ
い
て
、
投
資
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
投
資
話
を
持

ち
掛
け
、
す
ぐ
に
取
引
し
な
い
と
、
権
利
が

無
く
な
る
な
ど
と
急
が
せ
、
早
く
お
金
を
渡

す
よ
う
に
要
求
し
て
き
ま
す
。

お
金
を
渡
す
前
に
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
の
存
在
、
金
融
機
関
な
ど
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
各
種

情
報
提
供
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　

☎
０
６
ー
６
９
４
９
ー
６
２
５
９

(平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
)

▼
問
合
先

近
畿
財
務
局
多
重
債
務
相
談
窓

口
(平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
)

☎
０
６
ー
６
９
４
９
ー
６
５
２
３
・
６
８
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
６
ー
６
９
４
９
ー
６
７
９
０

http://kinki.m
of.go.jp/

定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら

第
一
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月

４
日（
水
)の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

会
期
日
程
に
つ
い
て
は
３
月
２
日
(月
)

午
前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決

ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

☎
役
場
内
線
３
０
４
番

更
生
保
護
女
性
会
か
ら
お
知
ら
せ

更
生
保
護
女
性
会
は
、
地
域
社
会
か
ら
非

行
や
犯
罪
を
な
く
し
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
全
国
組
織
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
広
く
地
域
の
人
た

ち
に
更
生
保
護
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

社
会
に
対
す
る
あ
た
た
か
い
関
心
と
優
し

さ
と
ほ
ん
の
少
し
の
余
暇
が
あ
れ
ば
ど
な
た

に
も
で
き
る
活
動
で
す
。
入
会
希
望
さ
れ
る

か
た
、
話
を
聞
い
て
み
た
い
か
た
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
主
な
活
動

★
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
・
巡
回
指
導

★
犯
罪
防
止
・
非
行
防
止
の
啓
発

★
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
参
加

★
更
生
保
護
施
設
慰
問
・
矯
正
展
へ
の
協
力

参
加

▼
問
合
先

上
牧
町
更
生
保
護
女
性
会
会
長
　
　
　
　

土
屋
加
代
子
　

☎
76
ー
４
８
３
７

不
動
産
無
料
相
談
会

不
動
産
購
入
や
売
却
で
、
適
正
な
価
格

が
わ
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
か
た
、
適
正

な
地
代
・
家
賃
が
わ
か
ら
な
く
て
お
困
り

の
借
主
や
貸
主
の
か
た
、
不
動
産
の
税
務

で
お
困
り
の
か
た
な
ど
の
相
談
に
、
不
動

産
の
専
門
家
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士
と
不

動
産
の
税
務
に
精
通
し
た
税
理
士
が
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
。

▼
と
　
き

４
月
４
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
、
税
務

に
関
す
る
無
料
相
談
会
。

▼
問
合
先

公
益
社
団
法
人
　
奈
良
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

☎
０
７
４
２
ー
35
ー
６
９
６
４

３
月
は
「
労
働
条
件
の
明
示
・

確
認
月
間
」で
す
！

「
雇
う
人
も
働
く
人
も
　
労
働
条
件
は
　

し�

か�

と
明
示
、
し�

か�

と
確
認

働
く
前
の
お
約
束
」

３
月
１
日
か
ら
31
日
は
、「
労
働
条
件
の
明

示
・
確
認
月
間
」で
す
。

労
働
基
準
法
第
15
条
で
は
、
労
働
契
約
を
結

ぶ
際
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
を
明
示
し
た
書

面
(労
働
条
件
通
知
書
)を
事
業
主
か
ら
労
働
者

に
交
付
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
基
準
法
第
１
０
６
条
で
は
、

就
業
規
則
な
ど
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
４
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上
牧
町
臨
時
職
員
　
募
集

栄
養
士
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

町
内
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚

園
の
給
食
管
理
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
対
す

る
栄
養
改
善
上
必
要
な
指
導
、
児
童
・
生

徒
・
園
児
・
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
の

た
め
の
栄
養
指
導
な
ど

▼
募
集
人
員

１
名

▼
申
込
資
格
　
栄
養
士
免
許
を
持
つ
健
康
な

か
た

▼
採
用
期
間

４
月
１
日
(水
)か
ら

(勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合
、
６
か
月
毎
の

期
間
で
更
新
有
)

▼
賃
　
金

１
時
間
あ
た
り
１
，０
０
０
円

▼
勤
務
条
件

１
日
７
時
間
45
分
、
週
５
日

上
牧
町
第
４
期
障
が
い
福
祉
計

画
(素
案
)に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
(意
見
募
集
)と
第
２
回

策
定
委
員
会
に
つ
い
て

上
牧
町
で
は
、
本
年
よ
り
29
年
ま
で
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
値
を
定
め

る
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。
み
な
さ

ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
牧
町
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
(素
案
)

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
福
祉
課
、
出
張

所
、
２
０
０
０
年
会
館
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
の
個
別
対
応

は
し
ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
を
除
い
て
公

表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

３
月
２
日
(月
)か
ら
13
日
(金
)

必
着

▼
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

②
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
か
た

③
町
内
に
あ
る
事
務
所
や
事
業
所
に
勤
務
の

か
た
(通
学
も
含
む
)

▼
募
集
方
法

住
所
、
名
前
、
連
絡
先
を
明

記
の
う
え
、
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

上
牧
町
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
を

公
開
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

３
月
25
日
(水
)午
後
１
時
30
分

か
ら
(10
分
前
か
ら
受
付
し
ま
す
。
希
望
者

多
数
の
場
合
、
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
)　

▼
と
こ
ろ

役
場
３
階
　
委
員
会
室
　

▼
定
　
員

先
着
10
名
　

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
３
１
番

募
　
　
集

募
　
　
集

勤
務
。
概
ね
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

▼
勤
務
場
所

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校

▼
休
　
日

週
休
２
日
制
。
土
・
日
・
祝
日
。

▼
申
込
期
間

３
月
２
日
(月
)か
ら
13
日
(金
)

の
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
(写
真
貼
付
)

に
記
入
の
う
え
栄
養
士
免
許
証
の
写
し
と

と
も
に
教
育
総
務
課
に
持
参
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

後
日
面
接
の
う
え
採
用
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

教
育
総
務
課
　

☎
役
場
内
線
１
１
９
番

上
牧
町
臨
時
職
員
　
募
集

焼
却
業
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

ご
み
の
焼
却
業
務

▼
募
集
人
員

２
名

▼
申
込
資
格

満
65
歳
ま
で
の
健
康
な
か
た

(経
験
者
の
か
た
歓
迎
)

▼
採
用
期
間

３
月
17
日
(火
)か
ら

(勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合
、
６
か
月
毎
の

期
間
で
更
新
有
)

▼
賃
　
金

１
時
間
あ
た
り
１
，０
０
０
円

▼
勤
務
条
件

平
日
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
45

分
ま
で

土
日
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

一
勤
一
休
制

▼
申
込
期
間

３
月
２
日
(月
)か
ら
16
日
(月
)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

(土
日
祝
除
く
)

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
(写
真
貼
付
)

に
記
入
の
う
え
、
環
境
課
に
持
参
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
の
う
え
採
用
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

▼
問
合
先

環
境
課
　

☎
役
場
内
線
１
３
９
・
１
４
０
番

農
業
を
は
じ
め
た
い
人

募
集
し
ま
す
!!

農
業
へ
の
新
規
参
入
を
希
望
す
る
か
た

に
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
の
研
修
を
行

い
、
就
農
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る

「
農
業
新
規
参
入
者
支
援
事
業
」へ
の
参
加

者
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数

４
名
程
度

▼
応
募
資
格

概
ね
45
才
以
下
の
か
た

▼
募
集
期
間

３
月
１
日
(日
)か
ら
４
月
10
日

(金
)ま
で
に
、
郵
送
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

返
信
用
封
筒
(92
円
切
手
貼
付
)を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法

事
前
研
修
(４
月
20
日
か
ら
約
３

ヶ
月
間
)に
よ
る
選
考
あ
り
。
そ
の
後
、
面
接

は
４
月
中
旬
に
実
施
。
農
家
で
の
実
践
的
な

研
修
は
、
７
月
か
ら
１
年
間
行
い
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
庁
農
林
部
地
域
農
政
課
　
　

☎
０
７
４
２
ー
27
ー
７
６
１
７

http://w
w
w
.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid

-10488.htm

財
務
専
門
官
採
用
試
験

近
畿
財
務
局
で
は
、
財
務
専
門
官
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
７
日
(日
)

▼
受
検
資
格

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
か
た

・
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
か
た

で
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
、
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
、
人
事
院

が
こ
れ
ら
の
か
た
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
か
た

▼
申
込
期
間

４
月
１
日
(水
)か
ら
13
日
(月
)

▼
問
合
先

近
畿
財
務
局
総
務
部
人
事
課

☎
０
６
ー
６
９
４
９
ー
６
３
５
２
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3月は厳しかった冬の寒さがゆるみ春の訪れ
を肌で感じられる季節です。この季節つい、薄
着で外出し、夕方になって冷え込んで「しまっ
た！」と後悔することがありますね。

日本人の死亡原因の第2位を占める心筋梗塞
に代表される心臓病は、この3月が最も危険と
言われています。その理由は“気温差”です。暖
かさに慣れた身体が急激に寒さを感じること
で、血管が収縮し、血圧を上昇させて心筋梗塞
になりやすくなるためです。

では寒暖差が生じやすいのはどんな天候の時
期なのかを確認しておきましょう。
～寒暖差に注意したい天候～
・菜種梅雨といわれている、菜の花が咲くころ
（3月中旬から4月)に、曇りや雨、雷が数日
続く天気で、朝よりも日中の気温が低下する
日が何日も続きます。

・立春が過ぎて初めての強風のことを「春一番」
といいますが、南風で気温が上昇したあと必
ず真冬の寒さに戻ります。

・雨が降りそうなのに風が生暖かく気温が高い
日は寒冷前線通過前のサインで一気に気温が
低くなる前兆です。天気予報で「寒冷前線」と
いう文字があれば要注意です。

次に心筋梗塞を未然に防ぐ対策を知っておき
ましょう。
～心筋梗塞を未然に防ぐ対策～
１．保温性のある衣服を身にまとい、体温がう
ばわれないようにしましょう。

２．次の生活習慣をチェックしてあてはまる項
目がある場合、改善しましょう。
・肉や揚げ物を好んで食べる
・食事をするスピードがはやい
・塩分を多くとる
・運動不足

・たばこを吸う
・血圧が高い
・血糖値が高い
・ほぼ毎日アルコールを飲む
(日本酒なら２合以上、ビールなら中瓶２本
以上)など

寒い季節は、お風呂にゆったりつかると身も
心も温まります。お風呂に入らないと一日が終
わらないというかたも少なくありません。とこ
ろがその一方で、入浴中に突然死する人が寒い
季節に多くなります。原因の多くは心筋梗塞や
脳卒中などです。入浴中は血圧変動が繰り返し
起こり血管に大きな負担がかかっています。上
手に入浴することも心筋梗塞の予防にとても大
切になります。
～寒い季節の上手な入浴法～

まずはお湯の温度を高くしすぎないことが大
切です。お湯の温度が高いほど血圧も急上昇す
る傾向があるからです。お湯の温度が42〜
43℃で死亡事故が急増するという研究結果も
あるので、温度は40℃以下に抑えることが大
切です。温度調整ができるお風呂なら設定を低
めにし、それ以外のお風呂なら湯温計などでお
湯が熱すぎないかチェックしながら入浴しまし
ょう。

入浴前に脱衣所や浴室を温めておき、お湯と
の温度差を小さくすることも予防策の一つです。
小さな暖房器具で脱衣所を温めておいたり、入
浴前にシャワーを２〜３分出しっぱなしすると
いった方法で温めておくとよいでしょう。

また、お酒を飲んだ後や、運動をした直後は
血圧が高くなっていますし、外出先から帰宅し
た直後も血圧や脈拍が高いので入浴しないよう
にしましょう。お茶を飲み、しばらく休んでか
ら入浴するとよいでしょう。

●
３
月
は
心
筋
梗
塞
に
要
注
意
!!
●

親
子
で
つ
く
る
お
や
つ
教
室

▼
と
　
き

３
月
25
日
(水
）午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
調
理
実

習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー

ば
な
な
ケ
ー
キ
、
ミ
ル
ク

か
ん
(今
年
度
中
は
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
)

▼
対
　
象

４
歳
か
ら
小
学
３
年
生
の
親

子（
今
年
度
中
、
１
回
の
み
受
講
し
て

く
だ
さ
い
）

▼
定
　
員

親
子
合
せ
て
20
名

▼
費
　
用

大
　
人
　
２
０
０
円

子
ど
も
　
１
０
０
円
　

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭

き
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法

３
月
５
日
(木
)午
前
８
時

30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

ペ
ン
ケ
ー
ス
講
習
参
加
者
募
集

ペ
ン
ス
タ
ン
ド
、

チ
ャ
ッ
ク
を
閉
め

れ
ば
携
帯
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

布
製
で
と
て
も
軽

く
て
丈
夫
で
す
。

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き

３
月
26
日
(木
)午
後
１
時
か

ら
４
時
頃
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
機
能
訓

練
室

▼
募
集
人
数

先
着
20
名

▼
参
加
費

３
０
０
円

▼
持
参
品

布
切
り
は
さ
み
、
鉛
筆

▼
申
込
方
法

３
月
９
日
(月
)午
前
８
時

30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
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●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

かいご相談
と　き：３月11日（水）
午前10時から11時30分

：３月19日（木）
午後１時30分から３時

内　容：介護に関する総合相談
ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：３月12日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成26年11月８日から12
月７日生まれ

10か月児
と　き：３月12日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成26年４月13日から５月
12日生まれ

★１歳８か月児健康診査
と　き：３月４日（水)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成25年6月15日から８月
４日生まれ

★妊婦さん集まれ！【要予約】
とき・内容：３月10日(火)
午後１時30分から３時まで
助産師のお話(妊娠生活で気をつ
けること)

対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

乳がん検診の追加実施について
乳がん検診は例年２月末までの実

施ですが、早い段階で個別医療機関
の予約がとれにくい状況になりまし
たので、今年度に限り追加で乳がん
検診(集団)を実施いたします。ま
た、一部委託医療機関で乳がん検診
(個別)を３月末まで延長して実施し
ます。

★乳児相談
と　き：３月10日（火）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時
15分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：３月27日（金）

午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：３月27日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

★認知症相談
と　き：３月25日（水）
午後１時30分から３時30分

ところ：相談室１
申し込み：電話か窓口へお申し込み

ください。当日でも相談できます
が、お待ちいただくかもしれませ
ん。ご了承ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：３月３日（火）
午前10時から11時30分

：３月20日（金）
午後１時30分から３時

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善
したいなど

ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

★乳がん検診（集団）【要予約】
と　き：３月17日(火）

①午後１時から１時30分
②午後１時30分から２時
③午後２時30分から３時
④午後３時から３時30分
(希望時間を選べます)
(数に限りがあります)

ところ：２０００年会館  集団検診室
対象者：◎40歳以上(1974年12月

31日以前の生まれ)で誕生年が西
暦偶数年生まれのかた
◎乳がん無料検診対象のかた(個別
にお知らせしています)

検査方法：視触診・マンモグラフィ
定　員：先着50名
費　用：1,000円(75歳以上は500円）　

生活保護世帯のかたは無料(事前に
生き活き対策課で申請必要)

申込方法：３月５日(木)午前８時30
分から電話か生き活き対策課窓口
でお申し込みください。

※申込開始日で定員に達することも
ございます。

★乳がん検診(個別)
と　き：３月31日(火)まで
対象者：◎40歳以上(1974年12月

31日以前の生まれ)で誕生年が西
暦偶数年生まれのかた
◎乳がん無料検診対象のかた(個別
にお知らせしています)

検査方法：視触診とマンモグラフィ
費　用：2,000円（75歳以上は1,000

円）生活保護世帯のかたは無料(事
前に生き活き対策課で申請必要)

実施医療機関：服部記念病院、国保
中央病院

受診方法：受診票が必要です。2000
年会館で受け取り、実施医療機関に
予約のうえ受診してください。
(先着順で数に限りがあります)

平日の午前９時から午後５時
まで利用できます。

プレイルーム利用日について
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賃貸住宅のトラブルを防ぐために
　新年度を前に、賃貸住宅の入居・退去が増える時期です。
トラブルを防ぐために知っておきたいポイントをご紹介します。

還付金詐欺にご注意！だまされないで!!
　社会保険事務所や自治体、税務署など公的機関の職員を名乗って、「医療費」や「保険料」、「税金」
などの還付があると電話をかけ、ＡＴＭに誘導して送金させる「還付金詐欺」が増えています。
☆還付金をＡＴＭで返還することは絶対にありません
☆「携帯電話」を持って「ＡＴＭ」へ・・・は還付金詐欺です
☆問い合わせるときは、相手の言った番号ではなく、自分で電話番号を調べましょう
☆不審に感じたら、すぐに警察や消費生活相談室などに相談を

消費者行政に関する町長表明
　上牧町では、消費者トラブルを未然に防ぐため、消費者行政活性化基金などを活用して、相談
体制の強化及び啓発活動に取り組んでおります。これからも、消費者の安全と安心を確保するた
め、住民の皆様が安心して暮らせるまちを目指して相談体制及び啓発活動の強化・充実に努め、
悪質商法の排除等、継続的に消費者行政に力強く取り組んでまいりたいと考えております。
　消費生活に関わる契約や商品売買、サービスなどについて疑問や不審に思われたときなど、消
費生活相談室にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上牧町長　今中  富夫

＜賃貸住宅を借りるとき＞
　賃貸住宅を借りるときは、①物件探し ②物件の内覧・確認 ③入居申し込み
④入居審査 ⑤重要事項説明書・賃貸借契約書の説明(宅地建物取引業者が仲介
する場合) ⑥契約の締結 ⑦入居、の手順で行われるのが通常です。
●物件は自分の目でしっかり見て確認を
　ネット上の情報や広告、人の話だけで判断するのはトラブルのもとです。借りる部屋や建物の状態を見
るのはもちろんのこと、日照・騒音や周辺環境、利便施設、駅までの距離や時間など、生活するうえで大
事なことは自分の目と足でしっかり確認し、借りるかどうかを判断しましょう。
●申し込みのキャンセルと申込金
　入居申込書とともに、申込金(申込証拠金、契約証拠金など名目は様々)を仲介業者に支払うことがよく
あります。その場合、申し込みをキャンセルしたときには、申込金を返してもらえます。
●契約内容、特約を理解・納得してから契約を
　契約書に記名・押印して契約が成立すると、貸主・借主には、契約に基づく権利・義務が発生します。
借主に不利な特約があったとしても、特約は原則として有効です。契約する前に、契約内容や特約の内容
を十分に確認、理解してから、契約するかどうかを判断しましょう。特に ①中途解除 ②修繕義務 ③更新
料 ④契約解除 ⑤原状回復義務の特約はしっかり確認しましょう。
※借主の原状回復義務については、国土交通省が「原状回復をめぐるトラブルとガイドライン」を公表
し、基本的な考え方を示しています。トラブルの防止・解決のために目を通しておきましょう。
●入居時には、貸主(または仲介業者)・借主双方立ち会いのもと建物・部屋の状況確認を
　汚れや傷があれば、写真を撮ったり、チェックリストなどに記録しておきましょう。

＜賃貸住宅を退去するとき＞
●退去通知は決められた期日の前までに
　契約書には「借主が契約を解除するときは、○か月(○日)前までに通知すること」という特約が付けら
れているのが通常です。退去を決めたら、早めに相手方に通知しましょう。口頭だけでなく、書面など
で、通知したことが証明できるようにしておくと安心です。
●退去時には、貸主(または管理会社)立ち会いのもと建物・部屋の状況確認を
　入居時のチェックリストや写真と比較しながら確認しましょう。
●敷金精算書が届いたら、負担すべき費用を自分で算定しましょう
　請求書・精算書はあくまでも貸主側の主張に過ぎません。自分の負担が必要な項目、必要がないと思う
項目に分け、自分で計算した負担金額を相手方に主張しましょう。借主の負担となる原状回復費用の範囲
や算定の考え方については、国土交通省が公表している「原状回復ガイドライン」を参考にしましょう。
貸主・借主それぞれの主張が揃ったところで、話し合いをして精算金額を決めましょう。話し合いで決め
られないときは、裁判など(少額訴訟や民事調停など)で決めることになります。
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27〜１／5）☎78−9903

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

3月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

今、古代大和は
石野博信著　奈良新聞社

橿原考古学研究所
と二上山博物館に勤
務し、奈良県内の遺
跡発掘調査に長年か
かわってきた著者が
語る、古代大和の発
掘情報の数々です。
地元ならではの発見
やエピソードが綴ら
れています。

「イスラーム国」の脅威とイラク
山尾大著　岩波書店

国と称しているけれ
ど国ではない？イラン
の地方都市が武装勢力
に 制 圧 さ れ た の は
2014年６月のことで
した。非人道的な政策
をかかげ世界中を震撼
させている「イスラー
ム国」について多角的
に分析した本です。

おたすけこびととあかいボタン
なかがわちひろ著　徳間書店

こびとが助けてくれないかなあ･･･。
昔話にもありますよね。本書はたくさ
んのこびとたちが困ったことを解決し
てくれるお話しのシリーズ５冊目です。
働く車が登場するのも魅力です。(絵本)

風のベーコンサンド
柴田よしき著　文藝春秋

高原リゾート地に
開店した一軒のカフ
ェ。地元の食材を使
った丁寧な料理は訪
れる人々に小さな奇
跡を起こします。美
しい高原の四季折々
の風景と食の美味し
さを紡ぐ短編小説集
です。

天守も石垣もない戦
国時代の山城で有名な
城といえば、天空の城
と呼ばれる兵庫県の竹
田城でしょうか。城下
町のあるお城とは違う
山城にスポットをあ
て、全国32の城を紹
介して詳しく説明した
本です。

超入門　山城へＧＯ！
西股総生・萩原さちこ著　学研

★3月のお話会ピーターパン★

3日（火）・17日(火)
午前10時30分から

14日（土）・28日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/~kanmaki/
・本、AV資料は期限内に返却

しましょう。
・図書館の開館時間

午前９時から午後５時まで

低
温
や
け
ど
　
ー
奈
良
県
医
師
会
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寒
い
季
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に
な
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と
、
暖
房
器
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も
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に
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す
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み
な
さ
ん
の

中
で
も
、
こ
た
つ
や
電
気
毛
布
、
カ
イ
ロ
な
ど

を
使
う
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
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中
で

注
意
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た
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温
や
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感
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触
れ
続
け
れ
ば
、
皮
膚
は

熱
に
よ
る
損
傷
を
受
け
ま
す
。
特
に
寝
て
い
る

間
に
使
用
す
る
ア
ン
カ
で
の
低
温
や
け
ど
が
多

い
で
す
。
睡
眠
中
は
感
覚
が
鈍
く
な
り
、
飲
酒

後
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。
ま
た
、
脚
は
腕

や
体
幹
と
比
べ
て
も
感
覚
が
鈍
い
た
め
に
一
番

低
温
や
け
ど
を
起
こ
し
や
す
い
部
位
で
す
。

さ
ら
に
、
糖
尿
病
や
高
齢
者
に
な
る
と
一
段
と

感
覚
が
鈍
く
な
り
、
や
け
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な

る
ば
か
り
か
、
血
行
が
悪
い
た
め
に
や
け
ど
が
治

り
に
く
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
い
も
の
に
瞬
間
的
に
触
れ
る
こ
と
で
起
す

よ
う
な
一
般
的
な
や
け
ど
と
違
い
、
低
温
や
け

ど
は
気
付
い
た
時
に
は
長
時
間
触
れ
て
い
る
た

め
、
皮
膚
の
損
傷
は
深
い
こ
と
が
多
く
、
重
症

化
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
気
付
い
た
時
に

水
で
冷
や
し
て
も
、
皮
膚
の
下
ま
で
深
く
な
っ

た
や
け
ど
で
は
そ
の
効
果
が
得
が
た
く
、
ま
た

皮
膚
の
細
胞
が
死
ん
だ
た
め
、
痛
み
を
感
じ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
放
置
せ
ず
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

気
付
き
に
く
い
低
温
や
け
ど
の
一
番
大
切
な

こ
と
は
予
防
で
す
。
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
衣
服

の
上
か
ら
貼
る
よ
う
に
す
る
、
ア
ン
カ
な
ど
も

直
接
皮
膚
に
押
し
つ
け
な
い
よ
う
に
タ
オ
ル
や

布
な
ど
で
包
む
よ
う
に
す
る
、
ま
た
、
夜
間
や

睡
眠
中
に
は
暖
房
器
具
を
控
え
る
な
ど
の
注
意

や
予
防
が
必
要
で
す
。

上
手
に
使
っ
て
、
寒
い
季
節
を
快
適
に
過
し

ま
し
ょ
う
。



14
かんまき 2015.3.



世帯数..............9,790( −４)

男　性............11,071( ＋10)

女　性............12,196( −14)

合　計............23,267( −４)
（　）は前月比

平
成
27
年
１
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第１水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線222番
☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第２金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第２水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線172番

●生活自立相談
担　当：奈良県中和生活自立サポートセンター
と　き：毎月第３木曜日　午前９時〜午後５時

(３月まで）
ところ：役場地下小会議室
内　容：失業などにより生活や経済的にお困りの

かたへの相談・支援
問合先：奈良県中和生活自立サポートセンター

0120ー85ー1225

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場３階第４会議室（３月末まで)
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場２階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
ところ：①上牧中学校
と　き：３月６日（金）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479
ところ：②上牧第二中学校
と　き：３月17日（火）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線135番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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